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者を決する予選では，30 位の選手と 31 位の選手
のタイム差はわずか 0.10 秒であった(F.I.S.公式
記録より，http://www.fis-ski.com/)．また一斉ス
タートで行われる準々決勝の全 5 レース中 3 レー



















ースキー競技者 5 名(年齢 20.2±0.8 歳，身長


















レ ー ザ ー 瞬 時 速 度 測 定 器 (LAVEG-Sports, 
JENOPTIK 社製)を用いて滑走速度を試技ごとに
測定した．また各試技とも側方から高速度ビデオ













遮断周波数 3 Hz で平滑化し，スタートから 50m
通過までの所要時間，10m ごとの平均速度を算
出した．また，被験者ごとに 10m の平均速度の中































































各走法の値は，平均値±標準偏差で示した． * : p < 0.05（両側検定）
コンビネーションは参考値として掲載した． 















































































































































































































































































































種目であるスプリント競技においても約 1 km を滑
走しなければならないことから，加速局面におい
ては最高速度を獲得すると同時に，疲労を極力
蓄積しない走 法 を選 択 することが重 要 となる．
Mittelstadt et al.(1995)は，傾斜 1.7%の緩やかな





り，Mognoni et al.(2001)や Mygind et al.(1994)
が示したクロスカントリースキー競技の試合後の
血中乳酸濃度 (9.2-14.0mmol ‧1-1)と比 較 すると
設定された運動強度が低かったため，走法間の
血中乳酸濃度に差がなかったことが考えられる．
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